
地域における学びを通じたステップアップ支援促進事業 群馬県の事例（2020年度～）

＜取組の内容＞
【実施体制の整備】
〇 公共財団法人「群馬県青少年育成事業団」に委託し学習相談・学習支援を実施。

〇 県事業として業務運営委員会を設置及び具体的方策の検討を行い、児童相談所、ひきこもり支援センター、体験活
動支援の「G-SKY Plan」、再学習支援の「ステップアップ」、就労支援機関等と連携して実施体制を整備。

【学習相談・学習支援の実施】
〇 週5日電話や面談にて、勉強方法に関する助言、高卒認定試験の紹介、教育機関や修学のための経済的支援の紹

介等、学びに関する総合的な学習相談を実施。

〇 年間60回程度、学習支援員を配置した上で、高校中退者等の高卒資格取得に向けた学習支援を実施。

【広報の取組】
〇 県内全高校、市町村教育委員会、保健福祉事務所等、関係機関に事業チラシを配布。

〇 群馬県HP、事業委託団体HPにて事業を周知するための動画を作成し、動画のQRコードが記載された広報カードの
配布を行い広報を推進。

＜取組の成果＞
〇 のべ700名以上が事業を利用し、実利用者の約２割（10名）が高等学校卒業認定試験を受験。全員が合格した。

＜今後の取組＞
〇 利用者に寄り添った学習相談のあり方、相談における携帯端末の活用、効果的な学習支援の方法の検討、実施を

目指す。
〇 児童相談所、ひきこもり支援センター、サポステ等の就労支援機関等、地域資源との連携体制を強化を目指す。
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